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築
城
四
百
年
余
を
経
過
し
て
い
る
松
本
城
の
天
守
。

戦
国
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
後
、
消
失
や
再
建
を
さ

れ
ず
に
残
っ
て
い
る
五
重
六
階
の
天
守
は
、
国
宝
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、
城
壁
は
漆
黒
の
下
見
板
張
り
で
上

部
の
白し

ろ

漆し
っ

喰く
い

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
建
物
で
す
。

　

こ
の
天
守
は
、
豊
臣
秀
吉
が
一
五
九
〇
（
天
正

十
八
）
年
小
田
原
の
戦
の
後
、
関
東
の
徳
川
家
康
を
監

視
す
る
た
め
に
築
造
さ
せ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
石
落
し

や
狭
間
を
備
え
た
実
戦
的
な
造
り
で
、
戦
国
時
代
の
城

の
特
徴
を
伝
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
天
守
の
南
東
に
は
月つ

き

見み

櫓や
ぐ
ら

が

増
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
時
の

政
権
が
豊
臣
か
ら
徳
川
に
移
っ
た
後
、

三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
従
兄
弟
松
平
直

政
が
増
設
し
た
も
の
で
、
総そ

う

檜ひ
の
き

造
り
で

白
漆
喰
の
大
壁
と
い
う
瀟し

ょ
う

洒し
ゃ

な
造
り

は
、
戦
略
的
拠
点
と
し
て
の
天
守
と
は
対
照
的
。
戦
国

時
代
と
江
戸
時
代
の
建
物
が
連
結
し
た
天
守
群
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
守
の
中
を
最
上
階
の
六
階
ま
で
登
る
と
、
晴
れ
た

日
に
は
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
が
一
望
で
き
ま
す
。
時
の

城
主
も
こ
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
…
。

　

そ
し
て
眼
下
に
広
が
る
の
は
城
下
町
・
松
本
。

　

か
つ
て
の
城
下
町
の
面
影
を
残
す
松
本
市
内
に
は
現

在
で
も
多
く
の
井
戸
や
水
路
が
あ
り
、
暑
い
夏
で
も
涼

し
い
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
湧
き
水
は「
ま
つ
も
と
城
下
町
湧
水
群
」
と

し
て
平
成
二
十
年
に
環
境
省
の「
平
成
の
名
水
百
選
」に

も
選
ば
れ
、
現
在
で
も
周
辺
住
民
の
生
活
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
井
戸
や
水
路
を
巡
る
散
策
を
楽
し
む

人
も
増
え
観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
十
月
か
ら
三
ヵ
月
間
「
信

州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

〝
未
知
を
歩
こ
う
。
信
州
〞
を
開
催
し
、
城

下
町
湧
水
群
を
始
め
長
野
県
の
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
観
光
部
観
光
振
興
課

TEL 

〇
二
六―

二
三
五―

七
二
五
四

松
本
市
商
工
観
光
部
観
光
温
泉
課

TEL 

〇
二
六
三―

三
四―

三
〇
〇
〇

長
野
県

漆
黒
の
天
守　

松
本
城
と
城
下
町
湧
水
群

松本城

ま
つ
も
と
城
下
町
湧
水
群
（
源げ
ん

智ち

の
井
戸
）

まつもと城下町湧水群（女
め

鳥
と

羽
ば

の泉）


